The Challenges of Multiculturalism (Tabunkakyosei) in a Suburban Housing Complex: Report on an Active Learning Program Utilizing High School-University Collaboration by 田中 孝枝
151 
都市郊外型団地における多文化共生の課題: 
高大接続アクティブラーニングの試み 
The Challenges of Multiculturalism (Tabunkakyosei) in a Suburban 
Housing Complex: Report on an Active Learning Program Utilizing 
High School-University Collaboration 
  
田中 孝枝 
Takae Tanaka 
 
要旨：本報告は、2017 年度共同研究費「多国籍団地を事例とした地域における多文
化共生の探求：高大接続アクティブラーニングの試み」の成果報告である。本研究
では、大和市と横浜市にまたがる「いちょう団地」を事例として、地域における多
文化共生の現状と課題を調査した。ゼミ活動であると同時に、2016 年 4 月に発足し
た「高大接続アクティブラーニング研究会」の活動の一部に位置付けられており、
ここではその取り組み、および成果と課題を整理する。 
キーワード： 多文化共生、団地、高大接続、アクティブラーニング 
 
Abstract: This report summarizes the objectives and outcomes of the 2017 Tama 
University joint research project entitled, "The challenges of multiculturalism 
(tabunkakyosei) in a suburban housing complex: report on an active learning 
program utilizing high school-university collaboration." This project focuses on 
the ICHO DANCHI, a housing complex inhabited by multinational residents, 
located in Yamato city and Yokohama city, Kanagawa prefecture. This project 
was a part of the programs of “the study group for active learning utilizing high 
school - university cooperation.” Through this active learning program, 19 junior 
high school and high school students explored the challenges of Japanese 
multiculturalism (tabunkakyosei) in a suburban housing complex.  
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1. はじめに 
本報告は、2017 年度共同研究費「多国籍団地を事例とした地域における多文化共生の探
求：高大接続アクティブラーニングの試み」の成果報告である。2017 年度、筆者のゼミナ
ールでは、外国籍居住者の多い「いちょう団地」において調査をし、日本の多文化共生の
実態を調査する計画を立てた。いちょう団地とは、大和市と横浜市にまたがる公営団地で
ある。1971 年に入居が開始され、1980 年代には、ベトナムやカンボジアからのインドシ
ナ難民を受け入れる大和市定住促進センターが近隣に創設されたことから、インドシナ難
民が入居するようになり、外国籍の居住者が増加した。現在では、全世帯の約 4 分の 1 が
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外国籍世帯となっている。外国籍世帯の割合高く、かつ 1980 年代からの共生に向けた取
り組みがあることから、日本の多文化共生の現状と課題を知るうえできわめて重要な場所
である。また、いちょう団地は高度成長期に建設された都市郊外に位置する団地であり、
老朽化や少子高齢化も顕著な課題となっている。このように、日本のあらゆる地域におい
て今後ますます重要となるであろう多文化共生、超少子高齢化、コミュニティの解体とい
った課題を検討できる場所であり、地域を越えた重要性を持つものと考え、ゼミナールで
調査することとした。 
他方、本研究は高大接続アクティブラーニング研究会の活動の一部にも位置付けられる
ことになった。当研究会は、2016 年 4 月に発足したものであり、多摩大目黒中学校・高等
学校教諭 3 名、多摩大聖ヶ丘中学校・高等学校教諭 6 名、多摩大教員 13 名、多摩大職員 3
名の 25 名で構成されている 1。文部科学省による高大接続システム改革会議の要請を踏ま
え、アクティブラーニングの技法を研究・開発し、教育の質的転換を図ること、高大連携
プロジェクトを推進し、アクティブラーニングを活性化させること等を目的としている。
研究会やその活動の詳細については他に譲るが、ゼミナールをはじめ、大学の様々なプロ
グラムや資源を活用し、高大接続アクティブラーニング・プロジェクトが実施された。本
ゼミナールの調査課題は、グローバル化や少子高齢化に対応するための人材育成という点
で、高大接続の趣旨と合致しており、多摩大目黒中学校・高等学校の生徒と共同で調査研
究を行うこととなった。最終的には、中学生 3 名、高校生 16 名の 19 名が所定の条件を満
たし、「アクティブ・ラーニング修了証明書」の発行を受けた。本報告では、ゼミナール
活動を中心とした共同研究型の高大接続の取り組みについて報告し、その成果と課題を整
理する。 
 
2. 多文化共生いちょう団地プロジェクトの取り組み  
 当プロジェクトの大まかなスケジュールは表 1 のとおりである。 
時期 内容 
春学期 
いちょう団地の概要把握のための合同フィールドワーク・インタビュー 
 4 月 横浜市いちょう団地第七自治会会長へのインタビュー 
 5 月 大和市市役所国際・男女共同参画課でのインタビュー 
 6 月 下和田社会福祉協議会会長へのインタビュー 
関連文献・論文の研究 
夏休み 
グループごとに研究課題の設定・実施 
研究計画発表会・交流会 
秋学期 
グループごとに調査研究の継続 
10 月 いちょう団地祭りへの参加 
12 月 多摩大アクティブラーニング・発表祭での発表 
表 1 いちょう団地プロジェクトのスケジュール 
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春学期（4〜6 月）はいちょう団地の概要を把握するため、月に一度の合同フィールドワ
ークを実施した。団地は大和市と横浜市にまたがっているため、双方の自治体の状況を知
ることができるよう、インタビューを設定した。同時に、大学生が中心となり、関連文献
や論文を研究し、その内容を高校教諭を通して、中学生・高校生に共有した。 
夏休みには、これまでの調査をもとにグループごとに調査課題を設定し、それぞれ調査
研究を進めることとした。8 月には、多摩大目黒中学校・高等学校において研究計画の発
表会を行った。ここまで、合同調査は行っているものの、文献研究や調査課題の設定とい
ったプロセスは、大学生と中高生で別々に行っており、交流が不十分であるという課題が
あったためである。日程調整の問題から、高校生の参加はなく、中学生 3 名の参加であっ
たが、良い交流の機会となった。また、大学生によるいちょう団地での調査報告は、日程
的にフィールドワークの回数が限られる中高生との情報共有のためにも有益であった。 
秋学期には、中高生と大学生がそれぞれに文献研究と調査を進め、12 月の多摩大アクテ
ィブ・ラーニング発表祭の準備を進めた。10 月には団地で一番大きな祭りであるいちょう
団地祭りに参加し、中高生は設営や運営の手伝いをし、大学生は多くの住民と出会えるチ
ャンスとして、祭り参加者へのインタビュー行った。発表祭では、中高生で 2 グループ、
大学生で 2 グループの全 4 グループが、いちょう団地プロジェクトの成果発表を行った。
発表題目は以下のとおりである（表 2）。 
 
発表者 題目 
多摩大目黒中学生 いちょう団地から見る高齢化社会について 
多摩大目黒高校生 いちょう団地から見る多文化共生について 
大学生 
いちょう団地住民からみた団地環境の実態 
：高齢日本人住民の外国籍住民への意識 
大学生 
多文化共生のなかで置いていかれる日本人 
：住民が語るいちょう団地の過去と現在 
 
表 2 多摩大アクティブ・ラーニング発表祭での発表題目 
 
ここでは発表内容の詳述は控えるが、中高生の発表では、日本における高齢化や多文化
共生に関する文献研究を中心とし、フィールドワークやインタビューでの「実感」が報告
された。例えば、外国にルーツのある子供が日本語を流暢に話せることに驚いた、外国籍
住民の集住する地域があることを知らなかったので、もっと色々な人に知ってもらいたい、
といったものである。中高生の学校生活や多摩大目黒からいちょう団地までの距離を考え
ると、フィールドワークには様々な制約があり、その回数も制限された。しかし、現場に
赴き、関係者から直接話を聞き、質問をし、自分の目で観察することにより、それぞれの
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気づきがあり、「実感」をもって文献研究にあたることができたようである。 
大学生の発表は、繰り返しのフィールドワークやライフヒストリーによって得られたデ
ータをもとにしており、「多文化共生」という理想や計画どおりにはいかない住民たちの
多様な思いや取り組みのあり方を報告したものであった。例えば、近隣に住むベトナム籍
住民ともっと交流しようとお茶会を開いたが、飲むお茶や好む菓子の違いなどもあり長続
きしなかったといったエピソードからは、「多文化共生」という行政用語では捉えきれな
い人々の日常の営みを感じることができる。 
中高生と大学生の双方の発表を聞いた参加者からは、中高生は「活躍する高齢者」や
「多文化共生」といった理念を捉えてよく整理しており、他方、大学生はそこには留まら
ない実態を考察していて良い対照をなしていたというコメントを受けた。発表祭において
も、中高生と大学生が双方の発表を聞き合うことで、それぞれに異なる視点、異なる情報
に触れることができた。中高生のマクロな視点は、大学生が時間を割いたミクロな調査で
は疎かになっていた部分であり、また大学生のミクロな実態調査は、中高生にも新たな刺
激を与えたことだろう。 
その後、ゼミナールではブラジル人の集住する愛知県保見団地を訪問し、比較を行った。
先行研究において、いちょう団地は多文化共生の進んだ場所と目されており、その一つの
要因は多様な国籍、エスニシティの人々が居住しているためとされている。ベトナム籍、
カンボジア籍、中国籍の住民が多いものの、一つの国籍に偏っていないため、同胞同士の
強固なコミュニティが形成されず、国籍を越えた住民の融和が生まれているという。それ
に対して、保見団地はブラジル籍住民が大多数を占めており、団地のゴミ出し看板の表記
ひとつとっても、日本語とポルトガル語に限定されている。日本語、ベトナム語、カンボ
ジア語、中国語、ポルトガル語が併記されるいちょう団地とは異なるものであった。2017
年度は時間の制約から、他地域の外国籍団地との比較まで十分に行うことはできなかった
が、調査を通して、外国籍住民の集住団地としてのいちょう団地の個別性と普遍性につい
て検討することができた。 
 
3. 成果と課題 
3.1 成果 
1 年間のいちょう団地プロジェクトを終えて、多くの成果と課題があった。まず大きな
成果は、世代間交流による学びや気づきである。中高生と一緒に活動したことで、大学生
には主体性や責任意識が生まれた。年下の中高生に配慮したり、何かを教えようとする姿
勢は、普段の大学生活ではあまり見ることのできないものであり、学生たちの新たな一面
を見ることができた。また、大学生として恥ずかしくない成果を出したいという思いも生
まれ、インタビューで積極的に質問したり、主体的に調査を行ったりと、ゼミ活動そのも
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のへの意欲が高まる効果も感じられた。また、高校教諭との交流も、普段は関わることの
できない大人と話す良い機会となったようだ。 
中高生が大学生から、大学生が中高生や高校教諭から学びを得たことはもちろんだが、
筆者が中高生から、高校教諭が大学生から得た気づきも重要であったと思う。日常的に大
学生と関わっていると、社会人に比べて大学生が「子供」であるという印象を持つことも
あるが、中高生と接してみると大学生は非常に「大人」であることが分かった。グループ
ワークやインタビューには主体的に取り組み、発言することができる。また、中高生に比
べると生活圏が広く、アルバイトなどを通して社会の多様な側面に触れているため、いち
ょう団地での出来事を他の出来事と比較することができる。普段のゼミ活動とは異なるか
たちでの運営により、思わぬ気づきが多々得られたことは本プロジェクトの一つの成果で
あったと言える。 
もう一つの成果は、本プロジェクトを通して高校教諭と交流できたことである。大学に
は大学の置かれた状況と困難があるが、高校の置かれた状況についても知る機会を得るこ
とができた。高大接続システム改革の最終報告では、高等学校の教育改革、大学の教育改
革、大学入学者選抜の改革という 3 つの改革が柱になっている。こうした改革の進む道を
検討するためには、大学教員と高校教員の交流が不可欠なものであるだろう。 
 さらに、微力ではあるが地域への貢献もすることができた。先述したとおり、中高生は
いちょう団地の運営の手伝いをし、地域の人々から多いに感謝された。いちょう団地でも
高齢化が進んでおり、祭りの運営を担う若者が不足している状況がある。かつては多くあ
った祭りやイベントも次々と中止を余儀なくされている。インタビューにおいても、住民
たちは、昔は賑やかであった団地の様子をしばしば思い出し、懐かしんでいた。いちょう
団地祭りも運営の中心となる自治会の構成員は高齢化が進んでおり、舞台やテントの設
営・片付けに人手が必要とされている。今後も調査を続け、いちょう団地の活性化に向け
た積極的な取り組みをすることができれば一番だが、まずは祭りを手伝うというかたちで、
地域の活動に協力することができた。 
3.2 課題 
今年度が最初の取り組みであり、試行錯誤しながらプロジェクトを進めた。その中でい
くつかの課題が明らかになった。まず 1 つは、中高生と大学生の日程調整の難しさである。
中高生の活動が可能な平日の日程・時間は限られており、当然ながら夜間遅くまでの活動
は制限される。また、運動会や文化祭、試験など年中行事もあり、部活動もある。日程と
しては大学生の方が融通が効くが、双方のメンバーが全員参加できる日程を設定すること
は不可能であった。インタビューなどは、筆者と高校教諭、そして中高生の日程を優先し
て実施することになったが、その結果、大学生がほとんど参加できないということもあっ
た。ゼミナールで情報共有を図るよう努めたが、中高大が合同で実施する活動の目的と適
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切な量・頻度については、今後の検討が必要である。 
また、今回は中高からの参加者が 20 名程度いたこともあり、合同でフィールドワーク
やインタビューをしているだけでは、なかなか十分な交流をすることができなかった。ま
た夏以降は、それぞれの研究課題を進めたため、研究の「共同性」が不十分であったと言
える。夏の研究計画発表やいちょう団地祭り、発表祭での交流などが、「共同性」を生み
出すための試みであったが、さらなる検討が求められる。 
そして、最も大きな課題と考えられるのは、中高生と大学生で共同研究する際の「目
標」をどこに設定するかということである。中高生と大学生の「レベル」の違いを把握し
たうえで、それぞれどのような課題設定を行うことが相互に効果的な学びにつながるのか。
これについては、実践をとおして中高教員と大学教員が議論を重ねていくことなしには、
答えを得ることはできないだろう。 
 
4. 結語 
本稿では、2017 年度に実施した高大接続アクティブラーニングの取り組み、およびその
成果と課題を整理した。こうした試みは始まったばかりのものであり、継続的な実践のな
かで中高生、大学生、教員、地域といったそれぞれの関係者にとって、より良い活動のあ
り方を模索していく必要がある。今回、共同研究費の助成を受け、こうした活動を実施す
ることができたことをここに感謝したい。 
 
 
注  
1 高大接続 AL 事務局、「多摩大学・目黒中高校・聖ヶ丘中高校による『高大接続アクティブラ
ーニング（AL）研究会』の総括報告書」、2017 年 2 月 2 日を参考。 
 
 
 
Received on 9 January 2019 
 
 
